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助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：２０１７年　７月１４日+
事業ID：　2016387960
事業名：　平成28年度熊本地震により被災
した通所多機能型事業所「第二城南学園」
の修繕（追加工事）
団体名：　（福）慶信会
代表者名：　理事長　甲斐　紀代美　　印
TEL：　0964-28-8144
事業完了日：　２０１７年　６月３０日
	事業費総額
	33,804,000円
	（収支計算書に記載する決算額）

	自己負担額
	3,804,000円
	

	助成金額
	30,000,000円
	（千円未満は切り捨て）

	返還見込み額
	円
	（収支計算書に記載する助成金返還見込額）


事業内容：
工事内容　１）管理棟外壁・屋根外装工事
　　　　　　　２）作業棟外装工事
　　　　　　　３）管理棟内装工事
　　　　　　　４）鉄骨造小屋、コンテナ、プレハブ倉庫撤去工事
　　　　　　　５）外構工事
　　　　　　　６）空調工事
　　　　　　　７）作業棟床工事等
施設名称　多機能型事業所「第二城南学園」
場所　　　　熊本市南区城南町藤山１２６３
構造　　　　鉄筋コンクリート２階建
定員　　　　生活介護27名、自立訓練（生活）6名、就労移行支援6名、就労継続支援Ｂ型15名　　

1.事業目標の達成状況：
【申請時の目標】
改修工事をすることで、生活介護27名、自立訓練6名、就労移行支援6名、就労継続支援Ｂ型15名、合計54名の施設利用者が安心して施設に通える環境をつくることを目標とする。
【目標の達成状況】

　改修工事が完了し震災以前に戻り、施設利用者が安心して施設に通う環境が出来た。
2.事業実施によって得られた成果：
　作業棟は地震当初、地盤を支える擁壁の崩壊に伴い、地盤が固定せず前震・本震後の余震により、日々傾きが酷くなる状況であった。改修工事により、建屋の固定化と安心出来る作業環境が確保できた。
また、玄関前の外構工事により、地盤沈下と隆起による段差が解消され、施設利用者の転倒等の心配がなくなり、安全が確保できた。
3.成功したこととその要因

特になし
4.失敗したこととその要因

特になし


事業成果物： 
管理棟、作業棟、外構等（写真）
（様式）
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収支計算書
（２０１7年４月１日から２０１７年６月３０日まで）
	収入の部
	
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額 (A)
	決算額 (B)
	受入済額 (C)
	助成金
未調達額
(D = A-C)
	助成金
返還見込額
(E = D–B)

	日本財団助成金収入
	30,000,000
	30,000,000
	
	30,000,000
	

	自己負担
	0
	3,840,000
	
	-
	-

	収入合計
	30,000,000
	33,840,000
	
	30,000,000
	

	
	
	
	
	
	


	支出の部
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額 (a)
	決算額 (b)
	支出済額 (c)
	未払額
(d = b-c)

	復旧工事
	30,000,000

	32,184,000
	2,184,000
	30,000,000

	設計管理費
	
	1,620,000
	810,000
	810,000

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	支出合計
	30,000,000
	33,804,000
	2,994,000
	30,810,000


